
2012年度　社団法人　山形青年会議所
第４回　役員予定者会議　議事録
日　時　：２０１１年１１月２１日（月）

１８：３０～２３：３０

場　所：（株）丸勘山形青果　会議室
１．開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
２．ＪＣＩクリード昌和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢口委員長

３．ＪＣＩミッション唱和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部委員長

４．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和　　　　　　　　　　　　　　　櫻井委員長

５．出席者の確認（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長

　　　　　理事長　　　　　　
野　口　雅　弘

　　　　　直前理事長　　　　　
船　橋　吾　一（遅参）

　　　　　特別顧問　　　　　　　荒　井　　　寛（公欠）

　　　　　顧問　　　　　　
三　浦　孝一郎（公欠）

　　　　　副理事長　　　　　　　齋　藤　秀　和（欠席）

副理事長　　　　　　
井　上　周　士

　　　　　副理事長　　　　　　　中　村　祥　之
　　　　　専務理事　　　　　　
鈴　木　辰太郎
　　　　　監事　　　　　　　　　齊　藤　秀　昭（公欠）

　　　　　監事　　　　　　　　　酒　井　貞　和（遅参）

　議長　　　　　　　　　三　沢　慶　洋（遅参）

特別委員長　　　　　　東海林　　　仁（遅参）

副議長　　　　　　　　佐　藤　貴　博（遅参）

　　　　　室長　　　　　　　　　安　藤　太一郎（公欠）

本部長　　　　　　　　鈴　木　　　力（欠席）

　　　　　室長　　　　　　　　　遠　藤　智　大（公欠）

　　　　　室長　　　　　　　　　中　村　正　利

室長　　　　　　　　　伊　藤　健　二
委員長　　　　　　　　横　山　隆　太（遅参）

委員長　　　　　　　　菅　原　真　司

委員長　　　　　　　　佐　藤　正　敏（遅参）

委員長　　　　　　　　矢　口　政　則

委員長　　　　　　　　櫻　井　　　靖

委員長　　　　　　　　渡　部　明　弘

総括幹事　　　　　　　近　藤　英　雄

事務局長　　　　　　　武　田　靖　裕

オブザーブ　　　　　　黒　沼　　　望

オブザーブ　　　　　　村　山　哲　也

６．会議成立の確認




　　　武田事務局長

７．議事録署名人の指名




　　　野口理事長

８．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長

９．理事長挨拶　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長

　皆様、改めましてこんばんは。ご多忙の中、本会議に出席頂きまして有難うございます。今の時期になりますと今年度、次年度、また出向者諸々ご多用な時期を過ごす中、本当に皆様におかれましては、お越しいただきまして心より感謝申しあげます。また井上副理事長におかれましては場所を提供いただきまして本当に有難うございます。場所の決定で二転三転致しまして皆様にご迷惑おかけしました事を心からお詫び申しあげます。また開会も１０分程遅れました申し訳ありません。本日は審議の可決の２分の１ギリギリでございます。仕事にも私用な事に時間が割けないのはわかりますが、まずもって本会議提出致します事と今日は有意義な時間を過ごして頂きたいという２点を改めて申しあげます。私の方も訪中ミッション等々ありまして、ようやくという訳ではありませんが雑務が残っていますが２０１２年山形青年会議所が、どういう方向で向かうか何をするのか最終的に次の年に何を残すのか議案も見ての通り、室方針が今日審議を受ける訳ですが、この場で申し上げるとすれば担当の室長がいない場合は申し訳ありませんが審議を取り下げさせて頂きたいという私の思いがあります。やっぱり方針によって個人個人が１年間しっかりやっていただきたいなと思います。議案を事前に頂いた方針が大きく変わっている人と若干変わっている人と、いる訳ですが室方針を何で書くかというのを、ここであらためて私の１年間を振り返って説明させていただきます。今、非常に経験した事がないことを共にして事業を構築する訳です。そして自分が経験したことがない事を今から創造して前年、前前年と遡って書いていく訳ですけども４月５月位になると、今やるべきビジョンが一旦事業をやる前に過程、実務に本来やるべき姿を見失います。私も１年間日本青年会議所の委員長をやって実務に追われて中間の時には本来やるべき姿を見失いそうになった時期もありました。今一度自分の所の委員会方針をまたは室方針を顧みていただいて、常に自分がどのポジションにいるのか最終的には何を成し遂げるのか創造するのか確立するのか委員会方針、室方針を考えていただきたいと思います。青年会議所で二回も三回も同じ役職をするというのは昔の先輩から言わせると悪いレッテルだよと教えていただきました。確かに自分達が作った事業計画の中でやれたものとやれないもの成果が上がったもの様々ありますが、そういったことを今の内から来年の今の時期、自分達の委員会、自分達の室、私から見るとＬＯＭが常にイメージしてやっていただきたいなと思います。私も来年の今頃、皆さんがどういう形で２０１３年に向かってどうなるのか非常に私も楽しみにしております。これだけは譲れないという部分もあります。前回の理事会役員会で成長という言葉を使いましたが本当に１人ひとりがＬＯＭのメンバーが、全員１歩でも２歩でも成長して頂いて２０１３年、また新しい山形青年会議所の運営となる様に２０１２年は１人ひとりが新たな事に挑戦していただきたいと思います。
あとはいよいよ本当に役員会も残す所２回でございます。この２回の役員会で来年の新春賀詞に配るＪＣレポートに載る皆様の意気込みが決まってきます。今苦しいときではありますが原点に立ち返っていただいて室方針を書いていただきたいなと思います。私も委員長時代に出来なかった事ですが自分の議案に自信を持って頂いて、もうこれ以上やれないという位、準備をして上程していただきたいなと思います。来年１年間強い山形青年会議所を運営に、皆さんに携わっていただきたいなと思います。また委員会のメンバーに関しましても委員長がメンバーに対して期待する部分もあるでしょうし、そういったものを１年間通して引き揚げていただきたいと思っています。本日は定数ギリギリの開催となって私の力不足を本当に思っております。まずは長時間になりますが、有意義な役員会にして参りますので本日も宜しくお願い致します。私の挨拶と致します。宜しくお願い致します。

１０．　直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋直前理事長

（遅参のため割愛）

１１．　議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長

１２．　議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長

１３．  確認事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

確－０１　理事長所信（案）Ｖｅｒ．２０に関する件

１４．  討議事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事


討－０１　例会の設営運営及び臨時総会の開催（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会

渡部委員長【上程】

中村副理事長【質問】
本年の工夫と期待される効果のところ例会出席のルール付けとあるがどういたものを考えているのか

渡部委員長【回答】
これまでもルールはあったがより明確なものにしたい。次回参考資料としてあげる。

中村副理事長【意見】
ルールだけが先行してもだめ。声掛けが必要で、メールなどよりも電話をかけるとコミュニケーションもとれるのでよいと思う。
渡部委員長【回答】
先ほどの質問について補足。ルール付けというのは、どういった理由で休んだのかというところを明確にしていきたい。
　　　　討－０２　諸会議議案の取りまとめ及び発信（案）に関する件　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会

渡部委員長【上程】
中村室長【質問】
財政局長のスケジュールはどうなっているか

鈴木専務【回答】
次年度、財政局長はいない。必要ないと判断。

中村室長【質問】
それに代わるものはあるのか。

鈴木専務【回答】
総務委員会の中に財政局の役割をもったものがある。

　　　　討―０３　庶務活動の実施（案）に関する件　　　　　　　総務情報委員会

渡部委員長【上程】

野口理事長【コメント】
この名簿に載っていない業種別部会というものがある。そちらに所属しているメンバーも数名いるのでそちらの取りまとめもお願いする。

１５　審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長

　　　　審―０１　グループ基本方針（案）承認に関する件

　　　　[国際グループ]
審議取下げ動議　可決

　　　　[元気あるやまがた創造グループ]

審議取下げ動議　可決

　　　　[活力ある人材育成グループ]

中村室長【上程】

井上副理事長【意見】
柔らかい表現になって解りやすくなった。

　　　　[誇りある組織確立グループ]
伊藤室長【上程】

中村副理事長【意見】
１７行目の付け足された部分とそれ以前の部分、拡大という言葉が多くなっている。意味としておかしくないが、省略できる言葉もあるのではないか。

伊藤室長【回答】
私の想いとしてそれぞれにかかる意味として使ったつもりだったが、多用してしまったところもある。

１６　協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

　　　　協－０１　委員会基本方針（案）に関する件

ＡＳＰＡＣ準備会議

近藤総括幹事【上程】

鈴木専務理事【意見】
誘致を招致に直していただきたい。採択という言葉は確定しているわけではないので直していただきたい。決議とはなっているが前と変わらない。決まっているわけではないので直していただきたい。

渉外支援委員会

横山委員長【上程】

鈴木専務理事【意見】
国際ビット権を獲得する所は獲得を目指すとかに直していただきたい。

花火大会特別委員会　　

東海林特別委員長【上程】

鈴木専務理事【意見】

以前使ったフォーマットでなかったので修正していただきたい。
伊藤室長【意見】
２１行目から句読点でずっと繋がってしまっているので精査していただきたい。
矢口委員長【意見】
花火の継続、発展とありますが、進化の方がいい。
渡部委員長【意見】
元という漢字は基なのかどうか調べていただきたい。

元気あるやまがた創造委員会

菅原委員長【上程】
櫻井委員長【質問】
２６行目の人と人との所ですが、意味があってひらがなだとは思うが読みづらい。
菅原委員長【回答】

やまがたの表記もひらがなになっております。アワードの所だけローマ字になっているが、多少読みにくくても、大人でも子供でも読めるし柔らかくなるかと考えひらがなにした。

櫻井委員長【質問】

理事長、副理事長にも伺いたいのですが、人の所で強調して、とありましたが太字などは使ってはダメか。
鈴木専務理事【回答】

前例が無い。検討はしますが、無い方向でお願いする。

活力ある人の創造委員会

佐藤委員長【上程】

活気ある会員交流委員会

櫻井委員長【上程】

井上副理事長【質問】

１行目～２行目部分ですが何の目標なのか。
櫻井委員長【回答】

ＬＯＭが一丸となった国際ビット権の獲得になる。

井上副理事長【意見】

具体的に書いていただいたほうがいい。

横山委員長【質問・意見】
最後の所、やまがたの部分が同じグループ内で表記が違うが、意味があるのか。
句読点が少ないのが気になる。

櫻井委員長【回答】

句読点に関しては精査する。やまがたのひらがな表記は委員会活動を考えてひらがなが合うと思う。

鈴木専務理事【意見】

１９行目の部分培ってきた、という所の言葉の使い方が気になるので検討をお願いする。２４行目でＪＣという言葉が出ますが検討お願いする。

誇りある会員開発委員会

矢口委員長【上程】

井上副理事長【意見】

１５行目の基軸の部分の漢字を直していただきたい。
菅原委員長【質問】

２１行目の所の情熱方針とはテーマなのか。
矢口委員長【回答】

テーマをさらに具現化したものと捉えて欲しい。

井上副理事長【質問】

魅力の伝播をどのような形で行うつもりか。

矢口委員長【回答】

自分が感じたＪＣの良さ、魅力を伝える意味で伝播という言葉を使いたい。

井上副理事長【質問】

それは矢口委員長がということか。それとも委員会メンバーか。グループか。誰を中心に考えているのか。

矢口委員長【回答】

ＬＯＭ全体と考えている。
井上副理事長【意見】

私たちも諸先輩に魅力を伝えられ入会した。是非委員会メンバーが中心となってお願いする。
横山委員長【意見】

３１行目文章構成を精査していただきたい。最後の部分何々力ある、の所は統一したものがあると思う。「参ります。」「します。」「致します。」の言葉尻が、「します」を多くしたほうがいいと思う。
伊藤室長【補足】

基軸の言葉に関しては、室方針で書いた影響だと思う。活動の中心という意味合いである。

総務情報委員会

渡部委員長【上程】

中村副理事長【質問】

９行目の部分公益法人格としての格は必要か。

渡部委員長【回答】

検討する。

野口理事長【コメント】

皆さん最初の３行目から５行目を書いているが、これは今まで、今年までの背景、現状を書いていただきたい。それによって中盤が鮮明になると思う。議案を作る際に方針を振り返ることになるのでお願いしたい。副理事長まで含めたラインで検討いただき次回の審議に臨んでいただきたい。

公益社団法人格プロジェクトチーム

井上副理事長【上程】

船橋直前理事長【質問】

委員会メンバーとの公益法人への学びの場を設ける事は予定しているか。

井上副理事長【回答】

予定している。
井上副理事長【審議振替動議】

審議可決

　　　　協－０２　山形ＪＣホームページ運用（案）関する件　　渉外支援委員会

横山委員長【上程】
中村副理事長【質問】

海外からのアクセスを考慮するとあるが、どの辺を意識するのか。構想があれば教えていただきたい。

横山委員長【回答】

理事長所信を英語表記で行う。

中村副理事長【意見】

頻繁に他のＨＰを見る方は更新されてないと見なくなるので、季節ごとに写真を変えてはどうか。

協－０３　ＬＯＭ外広報誌の発行（案）関する件　　　　　渉外支援委員会

横山委員長【上程】

鈴木専務理事【質問】

発行部数の２００部というのは、どこに２００部か。
横山委員長【回答】

公民館やＪＣＣなど。詳細は引き継ぎ不足であった。確認する。
中村副理事長

相見積りがありませんが、金額は妥当か。発行先への郵送の費用が計上されていないが、予算組みの確認をいただきたい。
鈴木専務理事【回答】

今後、メンバー企業だけでなく、外部からの相見積りも必要になる。

伊藤室長【質問】

広報誌をカラーにする話が以前あったが、今年はどの様に考えているか。
横山委員長【回答】

予算上白黒になります。ＨＰで補えるようにと考えている。

中村室長【質問】

掲載内容は随時変わるものと考えているか。
横山委員長【回答】

６月は花火の委員長とシニアの対談を考えている。１０月は次年度に向けたものを考えている。

酒井監事【質問】

全て責任者が横山委員長だが、委員会メンバー全員で取り組むのか教えていただきたい。

横山委員長【回答】

全員で取り組むが、今年の書き方が主務員の表記を無くすとあった。

鈴木専務理事【回答】

書き方が大事では無く、誰が何をするのかが大事になる。

　　　協－０４　山形ＪＣ活動の取材・記録管理・アルバム作成（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渉外支援委員会

横山委員長【上程】

伊藤室長【質問】

タイトルにアルバム作成に関する件とあって形としては無いが問題ないのか。

鈴木専務理事【回答】

写真を載せたアルバムでは無くデータであげて欲しいと事業ヒアリングでお願いした。次回まで検討調整し上程する。
櫻井委員長【質問】

予算項目の費用の部分で１万数千円が合わない。教えていただきたい。

横山委員長【回答】

前年度を参考にした。

　　　協－０５　４ＬＯＭ合同例会の企画・実施（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活力あるひとの創造委員会

佐藤委員長【上程】
鈴木専務理事【意見】

４ＬＯＭで指摘があるのが会費の件である。他のＬＯＭから会費を下げて欲しいという意見が出ている。内容をしっかり煮詰めて欲しい。

渡部委員長【意見】

案内を４ＬＯＭだけではなく、１３ＬＯＭ全体に出してはどうか。
佐藤委員長【回答】

現状ではブロックを通して１０名ほど予測しながら進めている。ただ、メンバー全体まで広げるか主要メンバーにするか、設営もあるので不安に感じている。ご意見をお願いする。
渡部委員長【意見】
まずは４ＬＯＭが軸になるので、１３ＬＯＭに関しては理事長、副理事長までがいいと思う。
酒井監事【意見】

４ＬＯＭは例会になるが、他のＬＯＭに招待を出す前に、他のＬＯＭと例会日が重ならない様お願いしたい。

船橋直前理事長【意見】

直前の会頭と言っても地元に呼べるのは本当にすごい事である。是非この機会に近隣も含めて広くＰＲして欲しい。原田直前会頭のスケジュールに合わせながら広くＰＲして欲しい。
野口理事長【コメント】

４ＬＯＭはＡＳＰＡＣに向けて必要なツールである。直前会頭を呼ぶにあたって、極端だが７７ＬＯＭに案内を出してもいいし、国際グループの議長、副議長でもいいと思う。４ＬＯＭの意味を再考いただきたい。どう案内を出すかもそうだが、どうお迎えするかも重要だ。ホストの場合、自分達がＰＲしやすい仕組みである。委員長だけでは無く、全員で考えていただきたい。もう一度お迎えの仕方を再考して欲しい。

鈴木専務理事【質問】

４ＬＯＭの引き継ぎのスケジュールは決まっているか。
佐藤委員長【回答】

１２月７日に１回目を予定している。

鈴木専務理事【意見】

議案にも載せていただきたい。

　　　協－０６　新春賀詞交歓会式典及び懇親会（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活気ある会員交流委員会

櫻井委員長【上程】

中村室長【補足】

２０１２年度の船出となる事業です。理事メンバーにもご協力いただきたい。

中村副理事長【補足】

年度初めの事業としてスムーズにしたい。例年にない設えを考えている。ご意見いただきたい。

横山委員長【質問】

ジャパニーズスタイルは貸衣装か。予算ではわからない。
櫻井委員長【回答】

ジャパニーズスタイル【案】というのは名古屋大会での段ボールでの衣装を借りることを考えている。

横山委員長【意見】

来年のブースでも着ぐるみを考えている。何か考えあれば、お借りしたいと考えていた。作る事があれば委員会でも手伝うのでお願いする。

船橋直前理事長【質問】

上山、米沢の周年式典を見学したとあったが、どの様に感じたか。
櫻井委員長【回答】

上山は３５周年パーティーとなっていて山形の新春賀詞とは合わないと思った。米沢の５０周年は歴史もあり、アテンドを見てもしっかりしていた。流れもスムーズだったので参考にしたい。

船橋直前理事長【意見】

上山もしっかり見てみると写真付きの風船でしたりテーブルも手作りで非常によかった。

米沢は完成度が高い式典だったと思う。迎える側のおもてなしの心がしっかりしていた。

２週連続でしたが見ていただいて非常に良かった。妥協せず、もっと議案に落とし込んで欲しい。

矢口委員長【意見、質問】

リハーサルの時間を設けていただきたい。司会者は１人か２人か英語は入るのか。

櫻井委員長【回答】

リハーサルの時間を設ける。英語に関しては、増田さん非公式には荒井要雄さんを考えている。

渡部委員長【意見】

司会の話があったが、事前に総会の司会も控えている中、こちらも司会では彼にとって任務があり難しいと思う。再考願いたい。グルメブースに関して、どんどん焼きもいれていただきたい。
櫻井委員長【回答】

荒井さんに関しては考えます。ブースに関してはどんどん焼きはメトロ側と打ち合わせをしたら、持ち込みならいいと言われたが、予算上厳しそうだ。

伊藤室長【質問】

事業ヒアリングでは、登壇のマニュアルや、事前のリハーサルを別の日で、ともあったが、どの様に考えているか。

鈴木専務理事【回答】

前回、提案はしたが、スケジュールは厳しい。

三沢室長【質問】

案内状だが、公益を目指す中で申請中でも公益社団法人と入れてもいいのか。

鈴木専務理事【回答】
新春賀詞交換会には付けても問題ない。事前に案内文が届くのであれば消していただく。

野口理事長【コメント】
海外の案内状は私ももらうが、担当の連絡先、携帯、名前は必ず入れる。入れることができない場合は、カード、メールであれば誰が担当かをはっきりしていただきたい。ヒアリングでもあった様に、２０１１年度議長、副議長だけでいい。計３３名だと思う。宜しくお願いする。見積もりもメンバーだけなので外部からも取っていただきたい。
渡部委員長　　　会議延長動議

可決

　　　協－０７　新入会員の募集（案）に関する件　　　誇りある会員開発委員会

矢口委員長【上程】
菅原委員長【質問】

達成率の表にあるポイントの具体的な計算方法を教えて欲しい。

矢口委員長【回答】

入会人数については、委員会の人数をＬＯＭの人数で割って割合を出し、それを４５人に落とし込んだ。情報については、情報数の２５％が入会しているということでそこから出した必要人数になる。

櫻井委員長【質問】

一人当たり何人まで会員拡大できるのか。

鈴木専務【回答】

ＪＣレポートを確認してほしい。３名となっている。

　　　協－０８　仮会員セミナーの実施（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誇りある会員開発委員会

矢口委員長【上程】

近藤委員長【意見】

レクレーション例会が楽しく思い出深い活動だった。

桜井委員長【意見】

緊張していたので、ここにきたら楽しいのだな。と思える仮会員セミナーだと、ＪＣに入ってみたいなと思うと思う。
船橋直前委員長【意見】

酒田ＪＣが多数の拡大をした。参考になることがあれば聞いていただきたい。

第二クールまでの流れを詳しく説明いただきたい。

矢口委員長【回答】

２月から３ヶ月くらいのスパンでないと間延びがするのではないか。その流れでの４月と７月と考えている。

佐藤副議長【質問】

何人の仮会員を集めるつもりか。

矢口委員長【回答】

第一回目は１０名くらいきていただきたい。

　　　協－０９　会員拡大会議の実施（案）に関する件　誇りある会員開発委員会
矢口委員長【上程】

横山委員長【質問】

例会のとき開催するのか。理事会の前に集まっていたこともあったと思う。ご検討いただければ。

三沢議長【意見】

拡大の進まない理由として、入れる人は入れるが、入れない人は入れない。入れる人はどうやって紹介なり入会までつなげていっているのか、参考になる話をいただければいいのではないか。

井上副理事長【意見】

鉄の熱いタイミングで撃ち落とすかというのが重要。落とすのは委員会なので最後までつめていただきたい。
野口委員長【コメント】
４５名どうやったら達成できるか次回までフローチャート、計画を添付し上程していただきたい。

　　　協－１０　３月公開例会の企画、実施(案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誇りある会員開発委員会
矢口委員長【上程】
野口理事長【補足】

ＡＳＰＡＣをとる上でＪＣＩアワードに自分たちのＬＯＭを発信しなければならない。講師について以前より山形での公演の話があった。矢口委員会の担当だが事務局も協力して行う事業として行っていきたい。４ＬＯＭ合同としてどのように声かけしていけばいいのかと話があったが私も直接働きかけていく。

中村副理事長【質問】

山形市民に対しとあるが公益性はないとある。公開例会とあるがどうなのか。広く一般市民を招かなくても公開例会と表現するのか。

鈴木専務理事【回答】

公益性はあるという形で公開例会であるということ。広く広報するかというとそういうつもりではないということ。

　　　協－１１　１月定時総会の開催（案）に関する件　　　　　総務情報委員会

渡部委員長【上程】
鈴木専務理事【補足】
事務局の方から一部、ご案内の方で総会に図る議案で第一号議案から第七号議案その他まであるが、来年からまた今年の途中から修正しているが本会議の予算の中に特別年会費と基金の取り崩しが入っているので、２０１２年の予算の中で一つにまとまる。
菅原委員長【意見】
資料の中で若干の誤字脱字が見られる。１月定時総会の所、国際グループの副理事長、秀昭さんでなく秀和さん。あと本件の山形創造グループの山形が漢字だったりするのでその辺の確認をお願いする。

　　　協－１２　ＬＯＭ内褒賞審議委員会の設立（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会

渡部委員長【上程】
東海林特別委員長【意見】
委員長の私はプレーヤーとして受賞を目指す側なので入れないでいただきたい。

渡部委員長【回答】

議長、特別委員長も入れないとバランスが取れないが検討する。

野口理事長【コメント】
東海林特別委員長から指摘のあった件は、認識しているが山形ＪＣの今年度の運営からすると是非議長、特別委員長からは褒賞を狙う立場だがご理解いただきたい。自分が審議委員になっても、他の委員が審査する。
三沢議長【意見】
委員会、グループ会議を開催した際の出席メンバーを委員長はチェックしていただきたい。
　　　協－１３　２０１２年度山形ＪＣスローガン募集（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会

渡部委員長【上程】

鈴木専務理事【細く】
事務局でスローガンを確認する。
　　　協－１４　２０１２年度理事会日程（案）に関する件　　　　　　　事務局

武田事務局長【上程】

中村副理事長【意見】
５月２９日は火曜日である。
　　　協－１５　２０１２年度理事会費（案）に関する件　　　　　　　　事務局

武田事務局長【上程】

　　　協－１６　２０１２年度例会日程（案）に関する件　　　　　　　　事務局

武田事務局長【上程】

渡部委員長【質問】
１１月１３日卒業例会とあるが例年土曜日ですが火曜日になった理由は何か。
鈴木専務理事【回答】

原則はこちらです。土曜日のほうが、メンバーが来やすいという事で移動していた。
東海林特別委員長【意見】
卒業例会は大変酔い、楽しかった。次の日仕事だと酔えない。個人的には、金曜土曜にしていただきたい。

横山委員長【質問】

会場は事業ヒアリングを反映しているのか。

鈴木専務理事【回答】

これから反映する。
櫻井委員長【意見】

担当のクリスマス例会は家族もいるので、平日は避けたい。再考していただきたい。

　　　協－１７　２０１２年度出向者（案）に関する件　　　　　　　　事務局

武田事務局長【上程】

鈴木専務理事【補足】
非常に苦戦している。是非委員長から推挙いただきたい。

　　　協－１８　２０１２年度外部団体出向（案）に関する件　　　　　事務局

武田事務局長【上程】

１７．報告・依頼事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長

報－０１　第５回役員予定者会議上程について　　　　　　　　　　事務局

報－０２　今後のスケジュールについて　　　　　　　　　　　　　事務局

武田事務局長【報告・依頼】

菅原委員長【上程】ＮＰＯ助成事業申請に関する件
１８．次回開催 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

１９．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井監事

皆様、長時間にわたりお疲れ様でございます。

本日から２回目の所もございますが議案の方も上がってきております。

議案の内容について一言、言わせていただきたいと思いますけれども事業内容の場所に委員会のスケジュールのみ記載になっている物もございます。

こちらの方には委員会スケジュールは添付ファイルで別途付けていただきたいと思います。

今回、意見と対応の所を頂戴した所の書き方でございますが、例年バラバラの所が目立ちますのでこちらの方、副理事、室長のご指導の下、統一をして見やすく作っていただきたいと思います。

まだファイルネームが違う物なども見受けられましたので、そちらの方もご指導いただき直すようにお願い致します。

新旧、本年度と次年度の入り乱れており、忙しい時期ですけど締め切りの方を厳守していただいて、より良い予定者会議が出来ますようご協力をお願いしたいと思います。

本日はお疲れ様でございました。

２０．閉会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

